




Empirical composition theory 






	 本稿は、2016 年 6 月 25 日と 7 月 16 日に Buncademy1で行ったレクチャ 「ー作曲家が語る
作曲家 Vol.1『たかの舞俐	 リゲティを語る』」に基づいている。6 月 25 日のレクチャーの
テーマは、「リゲティが作曲クラスの討論から受けた影響について（微分音など）」であり、
7 月 16 日のテーマは、「《ピアノのための練習曲集第１巻》を中心とする和音構造とシムハ・
アロムからの影響（リズムの構造）について」であった。これらのテーマについてはすで
に多くの研究や文献が存在するので、本論文では、筆者がハンブルク音楽大学大学院の作





1.1	 1980 年代のリゲティの作曲クラスと創作	 
	 リゲティは「1977 年から 1982 年の間に２つの小さなチェンバロ作品を書き終えた以外、
なにも作品を仕上げる事ができなかった」と書いている（Ligeti 2007:284）。この時期はリ
ゲティがハンブルク音楽大学で作曲クラスを教えていた時期でもあり、当時の弟子のひと
りによれば「リゲティは 1984 年から 1986 年まで、生徒の一人マンフレット・シュターン
ケ Manfred Stahnke 作曲の《パルトータ	 Partota》まで、生徒の作品を一つもほめなかった
                                                            























1.2 リゲティのクラスで討論されたマイクロチューニングについて  







                                                            
2	 当時クラスに在籍していたドライヤー氏談。 
3	 当時、作曲クラスでリゲティが言っていた言葉で筆者がおぼえているものである。	 

















譜例１	 シュターンケ作曲《パーチ・ハープ》マイクロチューニング表  
 
(Stahnke 1989 《パーチ・ハープ》スコアより) 

















での 10 年に含まれる 1980 年代後半の作曲クラスにおいて、多くの微分音、マイクロチュ
ーニングによる作品が作曲され、討論されたことがリゲティの作品に多くの影響を与えた











































それぞれコントラバスの G 弦の第７倍音（F より 45 セント低い）と A 弦の第５倍音（Cis
















































2.2	 シムハ・アロムの”African Polyphony & Polyrhythm”からの影響	 
	 リゲティの1980年代以降の作品のリズム構造を分析するにあたって、最も重要なのはシ
































(Arom 1991： 232) 
Simha Arom, African Polyphony and Polyrhythm, Musical Structure and Methodology © Maison 




譜例５	 Aka music におけるアロムによるリズムモデルの採譜	 
	 
(Arom1991：287) 
Simha Arom, African Polyphony and Polyrhythm, Musical Structure and Methodology © Maison 
des Sciences de l'Homme and Cambridge University Press 1991, reprinted with permission 
 

























Simha Arom, African Polyphony and Polyrhythm, Musical Structure and Methodology © Maison 
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 2011 年 11 月第 11 回先端芸術創作学会研究会(JSSA) アジアコンピュータ音楽プロジェクト
(ACMP) 2011	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る(譜例 11)17。	 	 
譜例 11	 《Flute	 concerto》の第３楽章のループの変化１	 
	 	 
	 	 	 	 	 	 	 ↓	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 





















さらに 11 小節と 12 小節では①と②と⑦のループの音も変化する。①は最高音が c から




































Simha Arom, African Polyphony and Polyrhythm, Musical Structure and Methodology © Maison 
des Sciences de l'Homme and Cambridge University Press 1991, reprinted with permission 
ここでこれまでに説明を行った筆者の《Flute concerto》の冒頭部分(１小節目から 15 小
節目)を譜例 14 で示す。	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